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(57)【要約】
　本発明は、１５から５０重量％の脂肪アシルイセチオ
ネート界面活性剤製品と１％以上の高温安定化系とを含
み、該脂肪アシルイセチオネート界面活性剤製品が１０
から５０重量％の脂肪酸および／または脂肪セッケンと
３５から８５重量％の脂肪アシルイセチオネートとを含
有しかつ液体組成物中の界面活性剤製品の少なくとも６
０％を構成し、高温安定化系が、（ｉ）アルキルアミド
アミド、アルキルアミンオキシドおよびそれらの混合物
から成るグループから選択された０．１から８重量％の
化合物、および、（ｉｉ）Ｃ９－Ｃ３０脂肪族炭化水素
油、アンモニウム塩、有機アミン、直鎖状Ｃ８－Ｃ１３
脂肪酸／脂肪アルコール、分枝状脂肪酸およびそれらの
混合物から成るグループから選択された０．３から８重
量％の化合物を含み、液体組成物中の脂肪アルコールと
分枝状脂肪酸との合計量が２重量％以下であるような液
体クレンザー組成物を提供する。重要な特徴は、独特な
組合せの界面活性剤結晶変性剤が、低温および高温の双
方で脂肪アシルイセチオネート含有液体組成物の安定性
を保証することである。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　身体用液体クレンジング組成物であって、
（ａ）１５から５０重量％の脂肪アシルイセチオネート界面活性剤製品（当該製品中に１
０から５０重量％の脂肪酸および／または脂肪セッケンおよび３５から８５重量％の脂肪
アシルイセチオネートとを含有し、当該製品は液体組成物中のａ項の界面活性剤製品とｂ
項の界面活性助剤との合計の少なくとも６０％を含む。）、
（ｂ）０から１５重量％の界面活性助剤（アニオン性（（ａ）の脂肪アシルイセチオネー
トは除外）、両性および非イオン性の界面活性剤ならびにそれらの混合物から成るグルー
プから選択され、ａ項の脂肪アシルイセチオネート界面活性剤製品とｂ項の界面活性助剤
との合計量の０から４０重量％の量で存在する。）、
（ｃ）（ｉ）アルキルアミドアミド、アルキルアミンオキシドおよびそれらの混合物から
成るグループから選択された０．１から８重量％の化合物、
（ｉｉ）Ｃ９－Ｃ３０脂肪族炭化水素油、アンモニウム塩、有機アミン、直鎖状Ｃ８－Ｃ
１３脂肪酸／脂肪アルコール、分枝状脂肪酸およびそれらの混合物から成るグループから
選択され、液体組成物中の脂肪アルコールと分枝状脂肪酸との合計量が２重量％以下にな
る量で存在する０．３から８重量％の化合物、
を含む、１％以上の高温安定化系、
を含み、
　ｂ項の界面活性助剤に対するａ項の脂肪アシルイセチオネート界面活性剤製品の比が１
０／０から６／４の範囲であり、前記液体クレンザー組成物の０．０１ｓ－１の粘度が少
なくとも２５０Ｐａｓであり、０．０１ｓ－１で測定したときの２５℃の粘度に対する４
０℃の粘度の比が少なくとも０．１であり、前記組成物が４５℃で少なくとも２週間は安
定であり（すなわち、物理的に安定であり視認できる分離が生じない。）、および、
前記組成物は周囲温度にあるときに３０℃から５０℃の温度で溶解する界面活性剤結晶を
含有している、組成物。
【請求項２】
　請求項１に記載の組成物であって、前記組成物の製造方法に使用される脂肪シルイセチ
オネート製品が４５から８５％の脂肪アシルイセチオネートおよび１５から４０％の遊離
脂肪酸の混合物を含む、組成物。
【請求項３】
　（ｃ）（ｉ）項と（ｃ）（ｉｉ）項との合計量が請求項１のａ項およびｂ項の純脂肪ア
シルイセチオネート界面活性剤と合成界面活性助剤との合計量の≧１０重量％である請求
項１に記載の組成物。
【請求項４】
　（ｃ）（ｉ）項と（ｃ）（ｉｉ）項との合計量が請求項１のａ項およびｂ項の純脂肪ア
シルイセチオネート界面活性剤と合成界面活性助剤との合計量の≧１５重量％である請求
項１に記載の組成物。
【請求項５】
　さらに、１から２０％の皮膚緩和剤を含む請求項１に記載の組成物。
【請求項６】
　脂肪族炭化水素油がＣ９からＣ２０鎖長を有する直鎖状炭化水素である請求項１に記載
の組成物。
【請求項７】
　水溶性および／または水分散性ポリマーが、デンプン顆粒　キサンタンガム、Ｃａｒｂ
ｏｐｏｌ、架橋可溶性エマルションポリマー、カチオン性グアーおよびそれらの混合物か
ら成るグループから選択されたポリマーである請求項１に記載の組成物。
【請求項８】
　０．０１ｓ－１の液体クレンザーの粘度が２５℃のときに少なくとも３５０Ｐａｓであ
る請求項１に記載の組成物。
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【請求項９】
　０．０１ｓ－１の２５℃の粘度に対する４０℃の粘度の比が少なくとも０．２である請
求項１に記載の組成物。
【請求項１０】
　脂肪アシルイセチオネート界面活性剤を使用する安定な液体組成物の製造方法であって
、以下の（ａ）から（ｄ）の化合物：
（ａ）１５から５０重量％の脂肪アシルイセチオネート界面活性剤製品（当該製品中に１
０から５５重量％の脂肪酸および／または脂肪セッケンおよび３５から８５重量％の脂肪
アシルイセチオネートとを含有し、当該製品は液体組成物中の全界面活性剤製品の少なく
とも７０％を含む。）、
（ｂ）０から６重量％の界面活性助剤（アニオン性界面活性剤、両性界面活性剤、非イオ
ン性界面活性剤およびそれらの混合物から成るグループから選択され、ａ項の脂肪アシル
イセチオネート界面活性剤製品とｂ項の界面活性助剤との合計量の０から３０重量％の量
で存在する。）、
（ｃ）（ｉ）アルキルアミドアミド、アルキルアミンオキシドおよびそれらの混合物から
成るグループから選択された０．１から８重量％の化合物、
（ｉｉ）Ｃ９－Ｃ３０脂肪族炭化水素油、アンモニウム塩、有機アミン、脂肪アルコール
、分枝状脂肪酸およびそれらの混合物から成るグループから選択された０．５から８重量
％の成分、
を含む、１重量％以上の高温安定化系、
を組合せる段階を含み、
　界面活性助剤に対する脂肪アシルイセチオネートの比が１０／０から６／４の範囲であ
ること、前記液体クレンザー組成物の０．０１ｓ－１の粘度が２５℃で少なくとも２５０
Ｐａｓであり、ならびに０．０１ｓ－１の２５℃の粘度に対する４０℃の粘度の比が少な
くとも０．１であり、前記組成物が４０℃で少なくとも２週間は物理的に安定でありおよ
び視認できるように分離せず、および、周囲温度にあるときに前記組成物が３０℃から５
０℃の範囲の温度で溶解する界面活性剤結晶を含有している方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、身体の皮膚または毛髪手入れ用液体クレンジング組成物を目的とする。より
本発明は特に、主要界面活性剤として脂肪アシルイセチオネート界面活性剤を身体の皮膚
または毛髪用液体クレンジング組成物中の脂肪イセチオネート界面活性剤製品と他の合成
界面活性助剤との合計の少なくとも６０重量％のレベルで含む身体の皮膚または毛髪手入
れ用クレンジング組成物に関する。市販の脂肪アシルイセチオネート界面活性剤製品は、
脂肪アシルイセチオネートと遊離脂肪酸／脂肪セッケンとの混合物を含む。主題発明は、
イセチオネート界面活性剤製品中の総脂肪酸が常に脂肪アシルイセチオネート界面活性剤
製品の少なくとも１０％、好ましくは少なくとも１５％となるように界面活性剤製品中の
脂肪酸／脂肪セッケンの範囲が限定（出発値は約１０％）されている脂肪アシルイセチオ
ネート界面活性剤製品を対象とする。
【背景技術】
【０００２】
　脂肪アシルイセチオネート（たとえば、ココイルイセチオネート）は、泡立ちがよい、
皮膚を刺激しない、皮膚緩和性がよい、などの理由から身体手入れ用製品、特に身体の皮
膚または毛髪手入れ用クレンジング製品中の極めて望ましいアニオン性界面活性剤である
。脂肪酸イセチオネートは典型的には脂肪酸のエステル化によってまたは炭素鎖長Ｃ８－
Ｃ２０の脂肪酸塩化物とイセチオネートとの反応によって製造される。脂肪アシルイセチ
オネートを含有する代表的な界面活性剤製品（たとえば商品として販売または生産されて
いる界面活性剤製品）は、約４０から９５重量％の脂肪アシルイセチオネート、０から５
０重量％、典型的には５から４０重量％の遊離脂肪酸、および、典型的には５％未満のイ
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セチオネート塩、および、微量（２重量％未満）の他の不純物を含有している。
【０００３】
　しかしながら、液体組成物中の主要界面活性剤としてアシルイセチオネート界面活性剤
製品が液体組成物中の脂肪イセチオネート界面活性剤製品と他の合成界面活性剤との合計
の少なくとも６０重量％のレベルで使用されるとき、市販または既成の脂肪アシルイセチ
オネート製品をこのような液体組成物に使用した場合には、これらの化合物の水溶解度が
低いことに伴う問題が生じる。脂肪アシルイセチオネート界面活性剤製品が高レベルの遊
離脂肪酸／脂肪セッケン（１０重量％以上）および／または長鎖脂肪アシルイセチオネー
ト成分（たとえばＣ１４以上）を含有する場合にはこの問題が特に深刻である。界面活性
剤製品の脂肪アシルイセチオネート成分は不溶性の界面活性剤結晶を形成し易く、これら
の結晶の溶解温度範囲が広いので結晶の量は貯蔵温度に大きく左右される。その結果とし
て低温および高温において極めて増粘性または極めて減粘性の稠度を示す不安定な液体ク
レンザーとなる。低温では液体組成物が使用し難い半固体ゲルになる。高温では液体組成
物が製品の相分離を生じる水っぽい減粘性液体になる。
【０００４】
　従って、低温および高温の双方において恒常的な粘度を有している組成物は多大な利点
を与えるであろう。また、このような恒常的な粘度を確保する構成成分の処理方法が得ら
れること、および、液体クレンザー組成物中の主要界面活性剤（界面活性剤全体の少なく
とも６０％を構成する）として脂肪アシルイセチオネート製品をそれらの遊離脂肪酸／脂
肪セッケンの含量にかかわりなくまたは脂肪アシルイセチオネート、脂肪酸もしくは脂肪
酸セッケン成分の鎖長にかかわりなく容易に使用できることも多大な利点を与えるであろ
う。本発明はまさに、このような組成物およびかかる組成物の製造方法を提供するもので
ある。
【０００５】
　より特定的には本発明は、脂肪アシルイセチオネートおよび脂肪酸の結晶の一部をこれ
らの長鎖脂肪酸および／または脂肪アシルイセチオネート結晶の溶解温度以上の温度で粘
性の界面活性剤液晶に変換しその結果として界面活性剤製品を使用した液体組成物の安定
性を確保する十分に高い粘度を与えることによって粘度の不恒常性および物理的不安定性
という問題を解決できると認識する。安定性は、４５℃で２週間の貯蔵後に視認できる物
理的分離が存在しないことと定義される。このような安定性は、組成物中に、（１）アル
カノールアミドおよび／またはアルキルアミンオキシドと、（２）アンモニウム塩、炭化
水素油、有機アミン、脂肪アルコール、脂肪酸およびこれらの成分の混合物から成るグル
ープから選択される１種類の成分と、の組合せを含む高温貯蔵安定化系を使用することに
よって得られる。安定系の化合物は、界面活性剤結晶を変性してより恒常的な粘度を創出
し、その結果として脂肪アシルイセチオネート製品が遊離脂肪酸含量またはイセチオネー
ト、脂肪酸および／もしくは脂肪酸セッケンの鎖長にかかわりなく低温および高温の双方
でより恒常的な粘度を獲得し従って貯蔵安定性になるのであると考えられる。
【０００６】
　アシルイセチオネート液体は当業界に存在してはいる。たとえば、Ｌｅｅらの米国特許
第５，４１５，８１０号は、脂肪アシルイセチオネートと、おそらくはイセチオネートの
可溶化および等方性液体の形成を助ける双イオン性界面活性剤（たとえば、ココアミドプ
ロピルベタイン）とを含む組成物を開示している。該参考文献は、アルカノールアミドの
使用（１列、２７－３０行）および遊離脂肪酸特に長鎖脂肪酸の使用（２列、３４－３９
行）を別々の箇所で教示しており、両者の具体的な組合せの使用については教示していな
い。
【０００７】
　Ｂｒｏｄｙらの米国特許第５，７３９，３６５号および米国公開２００４／０２２４８
６３はいずれも、脂肪酸イセチオネートの可溶化を助けるためのアンモニウム対イオンを
有する合成界面活性剤の使用を開示している。
【０００８】
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　Ｇｒｅｅｎｅらの米国特許第５，１３２，０３７号（および関連米国特許第５，２３４
，６１９号および米国特許第５，２９０，４７１号）は、Ｃ８－Ｃ２２アシルイセチオネ
ート、合成界面活性剤および好ましくはＣ１６以上の遊離脂肪酸を含む組成物を開示して
いる。主題発明のアルカノールアミドおよび／またはアルキルアミンオキシド界面活性剤
の結晶変性剤は開示されていない。また、アシルイセチオネートに長期間安定化系を提供
するためにこれらの変性剤と第二成分との双方を具体的に組合せて使用する方法も開示さ
れていない。
【０００９】
　いずれもＰｕｖｖａｄａ名義の米国特許第５，９５２，２８６号および米国特許第６，
０７７，８１６号はアシルイセチオネートを含有できかつ可溶性ラメラ相誘導構造化剤（
たとえば分枝状脂肪酸）を含む液体クレンジング組成物を開示している。アミド類は、場
合によっては使用できる任意成分として言及されているが、アシルイセチオネート安定化
系を提供するためにそれらの使用が必要であること、それらをアルカノールアミドおよび
／またはアルキルアミンオキシドと併用しなければならないことは教示も開示もされてい
ない。まして、安定化系の成分を一定の最小量で使用しなければならないことも開示また
は教示されていない。
【００１０】
　出願人らは２００６年１２月に主題発明の結晶変性剤系と同様の結晶変性剤系を含む液
体組成物に関する３つの事例を出願した。しかしながらこれらの出願のいずれにおいても
、脂肪アシルイセチオネート界面活性剤製品が界面活性剤系の６０％以上を構成する組成
物中に変性剤を使用できること、または、脂肪アシルイセチオネート／脂肪酸結晶が高温
（４０℃以上）で溶解したときに変性剤が粘性の界面活性剤液晶を形成することによって
機能することは予測されていなかった。
【００１１】
　参考文献類を単独で考察してもまたは考え合せても、液体組成物中の主要界面活性剤と
して脂肪アシルイセチオネート界面活性剤製品を脂肪アシルイセチオネート界面活性剤製
品と他の合成界面活性剤との合計の少なくとも６０重量％、好ましくは７０重量％のレベ
ルで含む組成物において、アルカノールアミドおよび／またはアルキルアミンオキシドの
組合せをアンモニウム塩、有機アミン、炭化水素油、脂肪アルコール、脂肪酸およびそれ
らの混合物から成るグループから選択された成分と共に含む独特の界面活性剤結晶変性剤
系／安定化系を使用し、室温で形成されたアシルイセチオネート／脂肪酸結晶はそれらが
高温（４０℃以上）で溶解したときに粘性の界面活性剤液晶に部分的に変換され、脂肪酸
含量またはアシルイセチオネート界面活性剤、遊離脂肪酸もしくは脂肪酸セッケンの脂肪
酸鎖長にかかわりなくアシルイセチオネート含有液体を提供できる組成物は教示または示
唆されていない。形成された組成物は温度感受性の低い製品粘度を示すので高温貯蔵条件
下で安定である。
【先行技術文献】
【特許文献】
【００１２】
【特許文献１】米国特許第５，４１５，８１０号
【特許文献２】米国特許第５，７３９，３６５号
【特許文献３】米国特許出願公開第２００４／０２２４８６３号
【特許文献４】米国特許第５，１３２，０３７号
【特許文献５】米国特許第５，２３４，６１９号
【特許文献６】米国特許第５，２９０，４７１号
【特許文献７】米国特許第５，９５２，２８６号
【特許文献８】米国特許第６，０７７，８１６号
【発明の概要】
【００１３】
　１つの実施態様において本発明は、組成物中の脂肪アシルイセチオネート界面活性剤製



(6) JP 2010-538036 A 2010.12.9

10

20

30

40

50

品と界面活性助剤との合計の少なくとも６０重量％、好ましくは少なくとも７０重量％の
レベルの脂肪アシルイセチオネート界面活性剤製品を含有しており、高温における液体組
成物の粘度を向上させるために使用された界面活性剤構造変性剤の独特な組合せによって
安定化されている新規な液体クレンジング組成物に関する。
【００１４】
　より特定的には本発明は、
（ａ）当該製品中に１０から５０重量％の脂肪酸および／または脂肪セッケンと３５から
８５重量％の脂肪アシルイセチオネートとを含有し、当該製品は液体組成物中のａ項の界
面活性剤製品とｂ項の界面活性助剤との合計の少なくとも６０％を含む、１５から５０重
量％の脂肪アシルイセチオネート界面活性剤製品、
（ｂ）アニオン性（（ａ）の脂肪アシルイセチオネートは除外）、両性および非イオン性
の界面活性剤ならびにそれらの混合物から成るグループから選択され、ａ項の脂肪アシル
イセチオネート界面活性剤製品とｂ項の界面活性助剤との合計量の０から４０重量％の量
で存在する０から１５重量％の界面活性助剤、および
（ｃ）（ｉ）アルカノールアミド、アルキルアミンオキシドおよびそれらの混合物から成
るグループから選択された０．１から８重量％の化合物、
（ｉｉ）Ｃ９－Ｃ３０脂肪族炭化水素油、アンモニウム塩、有機アミン、直鎖状Ｃ８－Ｃ
１３脂肪酸／脂肪アルコール、分枝状脂肪酸およびそれらの混合物から成るグループから
選択され、（泡立ちに対する潜在効果が理由で）液体組成物中の脂肪アルコールと分枝状
脂肪酸との合計量が２重量％以下となる量で存在する０．３から８重量％の化合物と、
を含む１％以上の高温安定化系、
を含み、
　ｂ項の界面活性助剤に対するａ項の脂肪アシルイセチオネート界面活性剤製品の比が１
０／０から６／４の範囲であること、該液体クレンザー組成物の０．０１ｓ－１の粘度が
２５℃で少なくとも２５０Ｐａｓ好ましくは少なくとも３５０Ｐａｓでなければならない
こと、０．０１ｓ－１で測定したときに２５℃の粘度に対する４０℃の粘度の比が少なく
とも０．１好ましくは０．２極めて好ましくは０．４でなければならないこと、および、
組成物が４５℃で少なくとも２週間は安定である（すなわち、物理的に安定であり視認で
きる分離が生じない。）ことを特徴とする液体クレンジング組成物を含む。
【００１５】
　この組成物は周囲温度にあるときに、３０℃から５０℃の温度で溶解する界面活性剤結
晶を含有している。
【００１６】
　第二の実施態様において、本発明は、脂肪アシルイセチオネート界面活性剤製品、界面
活性助剤および上述のような高温安定系を使用したこのような組成物の製造方法に関する
。
【００１７】
　これらのおよびその他の形態、特徴および利点は以下の詳細な記載および後出の特許請
求の範囲の読解によって平均的な当業者には明らかになるであろう。本発明のいずれか１
つの形態の特徴は本発明の他のいずれの形態にも当然利用できる。後出の実施例の目的は
本発明の明瞭な解説であり、本発明の限定でないことは理解されよう。実験実施例におけ
る以外のまたは他の指定がある場合を除いて、この文中に使用した成分の量または反応条
件を表す全ての数値はどの場合にも“約”という用語によって修飾されていると理解され
たい。同様に、全てのパーセンテージは他の指定がない限り全組成物の重量／重量パーセ
ンテージである。“ｘからｙまで”という形式で表された数値範囲はｘおよびｙを含むと
理解される。特定の形態について“ｘからｙまで”に多数の好ましい範囲が記載されてい
るときは、異なる端点を結びつける全ての範囲が考察されていると理解される。明細書ま
たは特許請求の範囲に“含む”という用語が使用されている場合、具体的に説明されてい
ない用語、段階または特徴は排除されないこととする。すべての温度は他の指示がない限
り摂氏温度（℃）である。すべての測定値は他の指示がない限りＳＩ単位である。引用さ
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れたすべての参考文献は参照によってこの文中の適正箇所に組込まれるものとする。
【図面の簡単な説明】
【００１８】
【図１】図１は、脂肪アシルイセチオネート界面活性剤製品だけを含有し本発明の独特な
高温安定化系を含まない液体組成物の粘度プロフィルに対する温度の効果を示す（表２の
比較実施例１Ａ）。数値は、サンプルが貯蔵温度に極めて敏感な粘度を有することを示す
。２５℃のサンプルの粘度は０．０１ｓ－１で８７５Ｐａｓであり、ローション様の稠度
を有している。４０℃のサンプルの粘度は０．０１ｓ－１でわずかに２３Ｐａｓであり、
水っぽい減粘性液体になる。４０℃対２５℃の粘度比は０．０２６であり、サンプルは４
５℃の貯蔵条件で１週間以内に相分離を示した。
【図２】図２は、図１に示した組成物と同じレベルの脂肪アシルイセチオネート界面活性
剤製品を、本発明の安定化系を形成する界面活性剤結晶変性剤すなわちココモノエタノー
ルアミドおよびアンモニウム塩の組合せと共に含有する液体組成物、すなわち、表１の実
施例１の液体組成物の粘度プロフィルである。サンプルは４０℃のときに２５℃のときよ
りも高い粘度を有しており、４０℃対２５℃の粘度比は１．６１に等しい（０．０１ｓ－

１で測定）。サンプルは周囲温度および４５℃の双方で４週間以上安定であった。
【図３】図３は、脂肪アシルイセチオネート界面活性剤製品とココアミドプロピルベタイ
ンおよびラウリルエトキシル化硫酸ナトリウム界面活性助剤との混合物を含有し本発明の
独特な安定化系を形成する界面活性剤結晶変性剤を含まない表２の比較実施例４Ａに示し
た液体組成物の粘度プロフィルに対する温度の効果を示す。数値は、このサンプルが貯蔵
温度に極めて敏感な粘度を有することを示す。２５℃のサンプルはローション様テキスチ
ャーを有している。しかしながら４０℃のサンプルは水っぽい減粘性液体になっている。
４０℃対２５℃の粘度比は０．０２１であり、サンプルは４５℃の貯蔵条件で相分離を示
した。
【図４】図４は本発明の界面活性剤結晶変性剤すなわちココモノエタノールアミドと炭化
水素油との組合せを含有する液体組成物、すなわち、図３に示した液体組成物（表１の実
施例４）の粘度プロフィルである。２５℃のサンプルはやはりローション様テキスチャー
を有しており、４０℃のときにもその粘度を維持しており、４５℃で４週間以上安定であ
った。
【図５Ａ】図５Ａおよび図５Ｂは、比較実施例１Ａおよび本発明の実施例１のＤＳＣ曲線
である。これらの２つのＤＳＣ曲線は、双方のサンプルが３０℃から５０℃の範囲の溶解
温度をもつ脂肪アシルイセチオネート／脂肪酸界面活性剤結晶を含有することを示す。本
発明の安定化系を使用すると、液体は界面活性剤結晶が溶解する高温でも高い粘度を維持
している。界面活性剤高温安定系を形成する独特の組合せは不溶性脂肪アシルイセチオネ
ート／脂肪酸結晶がその溶解温度よりも高い温度で溶解したときに本発明の液体組成物の
界面活性剤混合物のパッキングを変化させて低粘度の界面活性剤ミセルでなく粘性の界面
活性剤液晶を形成させるので、液体が高粘度を維持しまたその物理的安定性を維持すると
考えられる。
【図５Ｂ】図５Ａおよび図５Ｂは、比較実施例１Ａおよび本発明の実施例１のＤＳＣ曲線
である。これらの２つのＤＳＣ曲線は、双方のサンプルが３０℃から５０℃の範囲の溶解
温度をもつ脂肪アシルイセチオネート／脂肪酸界面活性剤結晶を含有することを示す。本
発明の安定化系を使用すると、液体は界面活性剤結晶が溶解する高温でも高い粘度を維持
している。界面活性剤高温安定系を形成する独特の組合せは不溶性脂肪アシルイセチオネ
ート／脂肪酸結晶がその溶解温度よりも高い温度で溶解したときに本発明の液体組成物の
界面活性剤混合物のパッキングを変化させて低粘度の界面活性剤ミセルでなく粘性の界面
活性剤液晶を形成させるので、液体が高粘度を維持しまたその物理的安定性を維持すると
考えられる。
【発明を実施するための形態】
【００１９】
　本発明は、主要界面活性剤として脂肪アシルイセチオネートを組成物中の脂肪アシルイ
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セチオネート界面活性剤製品と界面活性助剤との合計の少なくとも６０重量％、好ましく
は少なくとも７０重量％のレベルで含有する新規な液体クレンジング組成物に関する。組
成物は、出発界面活性剤の遊離脂肪酸のレベル（たとえば本発明では１０から５０％）ま
たは脂肪アシルイセチオネート、遊離脂肪酸および／または脂肪酸の鎖長（アシルイセチ
オネートを含む組成物の特に低温および高温における安定性および粘度を左右する代表的
な要因）にかかわりなく、粘性でありかつ極めて安定である。
【００２０】
　より特定的には本発明は、
（ａ）当該製品中に１０から５０重量％の脂肪酸および／または脂肪セッケンと３５から
８５重量％の脂肪アシルイセチオネートとを含有し、液体組成物中のａ項の界面活性剤製
品とｂ項の界面活性助剤との合計の少なくとも６０％を構成している１５から５０重量％
の脂肪アシルイセチオネート界面活性剤製品と、
（ｂ）アニオン性（（ａ）の脂肪アシルイセチオネートは除外）、両性および非イオン性
の界面活性剤ならびにそれらの混合物から成るグループから選択され、ａ項の脂肪アシル
イセチオネート界面活性剤製品とｂ項の界面活性助剤との合計量の０から４０重量％の量
で存在する０から１５重量％の界面活性助剤と、
（ｃ）（ｉ）アルカノールアミド、アルキルアミンオキシドおよびそれらの混合物から成
るグループから選択された０．１から８重量％の化合物と、
（ｉｉ）Ｃ９－Ｃ３０脂肪族炭化水素油、アンモニウム塩、有機アミン、直鎖状Ｃ８－Ｃ
１３脂肪酸／脂肪アルコール、分枝状脂肪酸およびそれらの混合物から成るグループから
選択され、（泡立ちに対する潜在効果が理由で）液体組成物中の脂肪アルコールと分枝状
脂肪酸との合計量が２重量％以下となる量で存在する０．１から８重量％の化合物と、
を含む１％以上の高温安定化系と、
を含み、
　ｂ項の界面活性助剤に対するａ項の脂肪アシルイセチオネート界面活性剤製品の比が１
０／０から６／４の範囲であること、該液体クレンザー組成物の０．０１ｓ－１の粘度が
２５℃で少なくとも２５０Ｐａｓ好ましくは少なくとも３５０Ｐａｓでなければならない
こと、０．０１ｓ－１で測定したときに２５℃の粘度に対する４０℃の粘度の比が少なく
とも０．１好ましくは０．２極めて好ましくは０．４以上でなければならないこと（比が
大きいほど、安定性がよい）、および、組成物が４５℃で少なくとも２週間は安定である
（すなわち、物理的に安定であり視認できる分離が生じない）ことを特徴とする液体クレ
ンジング組成物を含む。
【００２１】
　この組成物は周囲温度にあるときに、３０℃から５０℃の温度で溶解する界面活性剤結
晶を含有している。
【００２２】
　本発明をより詳細に以下に定義する。
【００２３】
　定義
　本発明における脂肪アシルイセチオネート“製品”は、（他の構成成分に加えて）純脂
肪アシルイセチオネート界面活性剤、ならびに、遊離脂肪酸および／または脂肪酸塩を含
む。
【００２４】
　脂肪アシルイセチオネート界面活性剤製品
　本発明の組成物は、１０重量％、好ましくは１５重量％を上回る量の遊離脂肪酸および
／または脂肪セッケンを含む脂肪アシルイセチオネート界面活性剤製品を１５から５０重
量％の量で含む。
【００２５】
　脂肪アシルイセチオネート界面活性剤は典型的には、アルカリ金属イセチオネートのよ
うなイセチオネート塩と８から２０個の炭素原子を有しており２０ｇ未満のヨウ素価（不
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飽和度の尺度）を有する脂肪族脂肪酸との反応、たとえば、式
ＨＯＲ１ＳＯ３Ｍ＋ＲＣＯＯＨ→ＲＣＯＯＲ１ＳＯ３Ｈ
の反応によって製造される。
【００２６】
　式中のＲ１は２から４個の炭素を含有する脂肪族炭化水素ラジカルであり、
　Ｍはアルカリ金属カチオンまたは金属イオン（たとえば、ナトリウム、マグネシウム、
カリウム、リチウム）、アンモニウムもしくは置換アンモニウムのカチオンまたは他の対
イオンであり、
　Ｒは７から２４個好ましくは８から２２個の炭素を有している脂肪族炭化水素ラジカル
である。
【００２７】
　使用する処理条件次第で、得られる脂肪アシルイセチオネート製品は４５から９５重量
％の脂肪アシルイセチオネートと、５０からほぼ０重量％、典型的には４０から５重量％
の遊離脂肪酸と、典型的には５重量％未満で存在するイセチオネート塩と、微量（２重量
％未満）の他の不純物との混合物であり得る。市販の脂肪アシルイセチオネート界面活性
剤の製造には脂肪族脂肪酸の混合物が一般的に使用され、得られた脂肪アシルイセチオネ
ート界面活性剤（たとえば、アルカリ金属イセチオネートと脂肪族脂肪酸との反応によっ
て得られる）は、少なくとも２０重量％（脂肪アシルイセチオネート反応生成物基準）の
割合で炭素原子数１４以上の脂肪アシル基を含有し、１６重量％以上の割合で炭素原子数
１４以上の脂肪酸を含有している。これらの界面活性剤は周囲温度では水に不溶な界面活
性剤結晶を形成する。後述する示差走査熱量測定法（ＤＳＣ）を使用し、６．０から７．
５の範囲のｐＨをもつ液体中で脂肪アシルイセチオネート界面活性剤製品だけを含有する
水溶液（表２の比較実施例１Ａ）の結晶転移温度を測定すると、これらの脂肪アシルイセ
チオネート／脂肪酸結晶は、図５Ａに示すように３０℃から４５℃の範囲に溶解温度を有
している。これらの脂肪アシルイセチオネート／脂肪酸結晶が存在するので、液体組成物
中にこれらの市販の脂肪酸イセチオネート製品を主要界面活性剤として（界面活性剤系の
６０％以上）含有する液体は室温よりも低い温度では極めて高い粘度を有している。しか
しながら４０℃以上になると、図１および図３の双方に示すようにこれらの界面活性剤結
晶が溶解するので液体は水っぽい減粘性液体になる。これが高温（４０℃以上）における
製品の稠度低下および貯蔵不安定性の原因である。
【００２８】
　本発明の最も重要な特徴は、脂肪アシルイセチオネート製品含有液体クレンザーを高温
貯蔵（４０℃以上）したときに不溶性脂肪イセチオネート／脂肪酸結晶の溶解に起因する
極端な稠度低下およびその不安定性が界面活性剤結晶系の特定の組合せ（すなわち本発明
の高温貯蔵安定化系）を使用することによって解決されること、得られる液体組成物が高
い貯蔵温度（４０℃以上）のときには粘性の界面活性剤液晶を形成することによってその
稠度およびその安定性を維持できることである。
【００２９】
　いまや恒常的に使用される特に好ましい１０重量％以上の脂肪酸／脂肪酸セッケン含有
の脂肪アシルイセチオネート製品は、ＤＥＦＩ（脂肪イセチオネートの直接エステル化）
フレーク、身体クレンザー用としてＤＥＦＩから製造された合成洗剤ヌードルを含む。Ｄ
ＥＦＩフレークは典型的には約６５から８０重量％の脂肪アシルイセチオン酸ナトリウム
と１５から３０重量％の遊離脂肪酸とを含有する。得られた脂肪アシルイセチオネートの
脂肪アシル基の６５重量％超が１２から１８個の炭素原子を有している。Ｄｏｖｅ（Ｒ）

の固形クレンジングヌードルは、上述のＤＥＦＩフレークと長鎖（主としてＣ１６および
Ｃ１８）脂肪酸と約４０から６０重量％の脂肪アシルイセチオネートと３０から４０重量
％の脂肪酸および脂肪セッケンとを含有する脂肪セッケンとの混合物である。本発明に使
用し得る他の市販の脂肪アシルイセチオネート製品の例は、Ｈｏｓｔａｐｏｎ（Ｒ）　Ｓ
ＣＩ６５Ｃ、Ｊｏｒｄａｐｏｎ（Ｒ）　ＣＩ６５のようなＣｌａｒｉａｎｔ社のＨｏｓｔ
ａｐｏｎ（Ｒ）界面活性剤、および、ＹＡ－ＳＣＩ－７５（Ｒ）またはＹＡ－ＳＣＩ－６
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５（Ｒ）のようなＹｏｎｇａｎ　Ｄａｉｌｙ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｃｏ．社のココイルイ
セチオン酸ナトリウムである。
【００３０】
　指摘したように、これらの脂肪アシルイセチオネート界面活性剤製品は身体用液体組成
物、特に脂肪アシルイセチオネート製品が界面活性剤系の６０％以上を構成する組成物の
製造には一般的に使用されていなかった。何故ならば、それらは固体結晶を形成し易く（
単独使用および／または界面活性助剤と共に使用されたとき）、その結果として周囲温度
および高温の双方で恒常的な粘度をもつ安定な液体を形成することが極めて難しいからで
ある。
【００３１】
　本発明の液体クレンザー組成物中に使用される脂肪アシルイセチオネート界面活性剤製
品の量は、液体組成物の１５重量％から５０重量％、好ましくは１５重量％から４５重量
％の範囲にすることができる。好ましいレベルは、本発明の液体クレンザー中の脂肪アシ
ルイセチオネート界面活性剤製品と他の合成界面活性助剤との合計量に依存する。使用さ
れる量はまた、界面活性剤系の総量すなわち脂肪アシルイセチオネート界面活性剤製品と
以下に記載の合成界面活性助剤との合計量の６０から１００重量％の範囲でなければなら
ない。
【００３２】
　合成界面活性助剤
　主題発明の第二の成分は、以下に記載のようなアニオン性界面活性剤、非イオン性界面
活性剤、双イオン性界面活性剤、両性界面活性剤から成るグループから選択される界面活
性剤である。このような合成界面活性助剤は上述の脂肪アシルイセチオネート界面活性剤
製品を部分的に可溶化すると考えられる。本発明に使用される合成界面活性助剤の量は、
液体組成物中の純脂肪アシルイセチオネート界面活性剤のレベル次第で０から１５重量％
の範囲にできる。液体組成物中の界面活性助剤の量はまた、組合せた液体クレンザー組成
物の純脂肪アシルイセチオネート製品と合成界面活性助剤との合計重量の０から４０重量
％好ましくは０から３０重量％の範囲でなければならない。
【００３３】
　アニオン性界面活性剤はたとえば、第一級アルカン（たとえばＣ８－Ｃ２２）スルホネ
ート、第一級アルカン（たとえばＣ８－Ｃ２２）ジスルホネート、Ｃ８－Ｃ２２アルケン
スルホネート、Ｃ８－Ｃ２２ヒドロキシアルカンスルホネートもしくはアルキルグリセリ
ルエーテルスルホネート（ＡＧＳ）のような脂肪族スルホネートまたはアルキルベンゼン
スルホネートのような芳香族スルホネートでよい。
【００３４】
　アニオン性界面活性剤はまた、アルキルスルフェート（たとえばＣ１２－Ｃ１８アルキ
ルスルフェート）またはアルキルエーテルスルフェート（アルキルグリセリルエーテルス
ルフェートを含む）でもよい。アルキルエーテルスルフェートのうちには、式
ＲＯ（ＣＨ２ＣＨ２Ｏ）ｎＳＯ３Ｍ
を有するものがある。
【００３５】
　式中のＲは８から１８個の炭素好ましくは１２から１８個の炭素を有しているアルキル
またはアルケニルであり、ｎは少なくとも０．５好ましくは２から３よりも大きい平均値
を有しており、Ｍはナトリウム、カリウム、アンモニウムまたは置換アンモニウムのよう
な可溶化カチオンである。ラウリルエーテル硫酸アンモニウムおよびラウリルエーテル硫
酸ナトリウムが好ましい。
【００３６】
　アニオン性界面活性剤はまた、アルキルスルホスクシネート（モノ－およびジアルキル
、たとえばＣ６－Ｃ２２スルホスクシネートを含む）、アルキルおよびアシルタウレート
、アルキルおよびアシルサルコシネート、アルキルおよびアシルグリシネート、アルキル
スルホアセテート、Ｃ８－Ｃ２２アルキルホスフェート、アルキルホスフェートエステル
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およびアルコキシアルキルホスフェートエステル、アシルラクテート、Ｃ８－Ｃ２２モノ
アルキルスクシネートおよびマレエートならびに分枝状アシルイセチオネートでもよい。
【００３７】
　アニオン性界面活性剤はまた、Ｊｏｒｄａｐｏｎ　ＣＩのような脂肪酸レベルが１０重
量％未満の脂肪アシルイセチオネート界面活性剤製品でもよい。これは８重量％未満の脂
肪酸を含むココイルイセチオン酸ナトリウムである。
【００３８】
　他のクラスのアニオン性界面活性剤は、以下の式
Ｒ－（ＣＨ２ＣＨ２Ｏ）ｎＣＯ２Ｍ
で示されるカルボキシレートである。式中のＲはＣ８－Ｃ２０のアルキルであり、ｎは１
から２０であり、Ｍは上記の定義と同義である。
【００３９】
　使用できる別のカルボキシレートはたとえばＳｅｐｐｉｃ社のＭｏｎｔｅｉｎｅ　ＬＣ
Ｑ（Ｒ）のようなアミノアルキルポリペプチドカルボキシレートである。
【００４０】
　双イオン性界面活性剤の代表例は、広範囲には脂肪族第四級アンモニウム、ホスホニウ
ムおよびスルホニウム化合物の誘導体と記述でき、誘導体中の脂肪族ラジカルが直鎖状ま
たは分枝状であり、脂肪族置換基の少なくとも１つが約８から約１８個の炭素原子を含有
し、１つがアニオン性基たとえばカルボキシ、スルホネート、スルフェート、ホスフェー
トまたはホスホネート基を含有している。これらの化合物の一般式は：
【００４１】

【化１】

であり、式中のＲ２は炭素原子数約８から約１８のアルキル、アルケニルまたはヒドロキ
シアルキルラジカル、０から約１０個のエチレンオキシド部分および０から約１個のグリ
セリル部分を含有し、Ｙは窒素、リン、イオウ原子から成るグループから選択され、Ｒ３

は約１から約３個の炭素原子を含有するアルキルまたはモノヒドロキシアルキル基であり
、ＸはＹがイオウ原子のときは１、Ｙが窒素またはリン原子のときは２であり、Ｒ４は炭
素原子数約１から約４のアルキレンまたはヒドロキシアルキレンであり、Ｚはカルボキシ
レート、スルホネート、スルフェート、ホスホネートおよびホスフェート基から成るグル
ープから選択されたラジカルである。
【００４２】
　本発明に使用し得る両性洗剤は少なくとも１つの酸基を含む。これはカルボン酸基また
はスルホン酸基でよい。それらは第四級窒素を含み、従って第四級アミド酸である。それ
らは一般に炭素原子数７から１８のアルキルまたはアルケニル基を含まなければならない
。それらは通常は一般構造式：
【００４３】

【化２】

によって表され、式中のＲ１は炭素原子数７から１８のアルキルまたはアルケニルであり
、Ｒ２およびＲ３はおのおの独立に炭素原子数１から３のアルキル、ヒドロキシアルキル
またはカルボキシアルキルであり、ｎは２から４であり、ｍは０から１であり、Ｘは、場
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合によりヒドロキシルで置換された炭素原子数１から３のアルキレンであり、Ｙは－ＣＯ

２－または－ＳＯ３－である。
【００４４】
　アンホアセテートおよびジアンホアセテートも使用可能な双イオン性および／または両
性化合物に包含されることとする。
【００４５】
　使用し得る非イオン性界面活性剤は特に、疎水性基を有する化合物と反応性水素原子と
の反応生成物、たとえば、脂肪族アルコール、酸、アミドまたはアルキルフェノールとア
ルキレンオキシド、特に単独使用もしくはプロピレンオキシド併用のエチレンオキシドと
の反応生成物を含む。具体的な非イオン性洗剤化合物は、アルキル（Ｃ６－Ｃ２２）フェ
ノール－エチレンオキシド縮合物、脂肪族（Ｃ８－Ｃ１８）第一級または第二級の直鎖状
または分枝状アルコールとエチレンオキシドとの縮合産物、プロピレンオキシドとエチレ
ンジアミンとの反応生成物とエチレンオキシドとの縮合によって得られる生成物である。
その他のいわゆる非イオン性洗剤化合物は、長鎖第三級アミンオキシド、長鎖第三級ホス
フィンオキシドおよびジアルキルスルホキシドを含む。
【００４６】
　非イオン性界面活性剤はまた、多糖アミドのようなアミドでもよい。具体的には、界面
活性剤が、参照によってここに組込まれるＡｕらの米国特許第５，３８９，２７９号に記
載されたラクトビオンアミドの１つでもよく、または、参照によって主題出願に組込まれ
るＫｅｌｋｅｎｂｅｒｇの特許第５，００９，８１４号に記載された糖アミドの１つでも
よい。
【００４７】
　使用し得るその他の界面活性剤は、Ｐａｒｒａｎ　Ｊｒ．の米国特許第３，７２３，３
２５に記載され、また、Ｌｌｅｎａｄｏの米国特許第４，５６５，６４７号に開示された
アルキル多糖非イオン性界面活性剤である。双方の特許は参照によって主題出願に組込ま
れるものとする。
【００４８】
　好ましいアルキル多糖は式
Ｒ２Ｏ（ＣｎＨ２ｎＯ）ｔ（グリコシル）ｘ

のアルキルポリグリコシドであり、式中のＲ２は、アルキル基に約１０から約１８個、好
ましくは約１２から約１４個の炭素原子を含有するアルキル、アルキルフェニル、ヒドロ
キシアルキル、ヒドロキシアルキルフェニルおよびそれらの混合物から成るグループから
選択され、ｎは０から３、好ましくは２であり、ｔは０から約１０、好ましくは０であり
、ｘは１．３から約１０、好ましくは１．３から約２．７である。グリコシルは好ましく
はグルコースに由来する。これらの化合物を製造するためには、最初にアルコールまたは
アルキルポリエトキシアルコールを形成し、次にグルコースまたはグルコース源と反応さ
せてグルコシド（１位に付着）を形成する。次に、追加のグリコシル単位をそれらの１位
と先行グリコシル単位の２－、３－、４－および／または６－位との間、好ましくは主と
して２位との間で付着させる。
【００４９】
　使用し得るその他の界面活性剤はＰａｒｒａｎ　Ｊｒ．の米国特許第３，７２３，３２
５号およびＳｃｈｗａｒｔｚ，Ｐｅｒｒｙ　＆　Ｂｅｒｃｈによる“Ｓｕｒｆａｃｅ　Ａ
ｃｔｉｖｅ　Ａｇｅｎｔｓ　ａｎｄ　Ｄｅｔｅｒｇｅｎｔｓ”（Ｖｏｌ．Ｉ　＆　ＩＩ）
に記載されている。双方の文献は参照によって主題出願に組込まれるものとする。
【００５０】
　高温貯蔵安定系
　本発明のもう１つの必須成分は、界面活性剤結晶変性剤系（すなわち高温貯蔵安定化系
）であり、この系は、アルカノールアミドおよび／またはアルキルアミンオキシドと、炭
化水素油、アンモニウム塩、有機アミン、直鎖状Ｃ８－Ｃ１３脂肪酸／脂肪アルコール、
分枝状脂肪酸およびそれらの混合物から成るグループから選択された成分との組合せを含
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む。界面活性剤の“高温貯蔵安定系”を形成するこの独特な組合せは４０℃のときに液体
組成物の粘度を向上させ、従って液体組成物の粘度は４０℃以上で貯蔵されたときに十分
に粘性に維持されてその物理的安定性を維持することが知見された（図１と２、および、
図３と４を比較）。界面活性剤の高温貯蔵安定系を形成するこの独特な組合せは、不溶性
の脂肪アシルイセチオネート／脂肪酸結晶がその溶解温度よりも高温で溶解したときに本
発明の液体組成物の界面活性剤混合物のパッキングを変化させ、低粘度の界面活性剤ミセ
ルでなく粘性の界面活性剤液晶を形成させるので、液体が高い粘度および物理的安定性を
維持すると考えられる。本発明の液体組成物中に不溶性の脂肪アシルイセチオネート結晶
が存在することは交差偏光光学顕微鏡を使用するかまたはサンプルのＤＳＣ曲線によって
確認できる。後述する方法を使用して測定したサンプルのＤＳＣ曲線は図５Ｂに示すよう
に３０℃から５０℃の間の温度に結晶熱転移を有していなければならない。
【００５１】
　使用し得るアルカノールアミドおよびアルキルアミンオキシドの例は非限定的に、約１
０から２０個の炭素原子を有している脂肪酸のモノ－およびジ－エタノールアミド、Ｎ－
メチルモノエタノールアミドおよびイソプロパノールアミド、ならびに、ＰＰＧ－ヒドロ
キシエチルコカミド、１０から２０の範囲の炭素鎖長をもつアルキルアミンオキシドを含
む。適当な化合物の具体例は、ココモノエタノールアミド、ココジエタノールアミド、ラ
ウリルモノ／またはジエタノールアミド、ココモノ／またはジイソプロパノールアミド、
ラウリルモノ／またはジエタノールアミド、ミリスチルモノ／またはジエタノールアミド
、ココイルＮ－メチルモノエタノールアミド、ココイルアミンオキシド、ラウリルアミン
オキシド、ミリスチルアミンオキシド、および、ポリプロピレングリコール－２－ヒドロ
キシエチルココアミドを含む。本発明に特に有用な成分はココモノまたはジエタノールア
ミド、ラウリルモノ／またはジエタノールアミド、ラウリルアミンオキシドおよびココア
ミンオキシドである。
【００５２】
　本発明の安定化系の第二成分として有用な炭化水素油は６００好ましくは４００ｇ／モ
ル未満の分子量を有していなければならない。実例は、９から３０炭化水素の炭化水素油
好ましくは１０から２４炭化水素の直鎖状炭化水素油である。ヘキサデカンもしくはドデ
カンのような純炭化水素油またはＳｏｎｎｅｂｏｒｎ社の４０ｏｉｌもしくはＫｌｅａｒ
ｏｌ（Ｒ）白色鉱油のような低分子量鉱油でよい。
【００５３】
　使用し得るアンモニウム塩または有機アミンは非限定的に、硫酸アンモニウム、塩化ア
ンモニウム、リン酸アンモニウム、トリ－エタノールアミン、モノ－またはジ－エタノー
ルアミンを含む。
【００５４】
　結晶変性剤として使用し得る脂肪酸または脂肪アルコールは、ラウリン酸、カプリン酸
、ラウリルアルコールのような炭素数８から１３の直鎖状脂肪酸もしくは脂肪アルコール
またはオレイン酸およびイソステアリン酸のようなＣ１２－Ｃ２０炭化水素の分枝状脂肪
酸である。本発明の液体組成物中の脂肪アルコールと分枝状脂肪酸との合計量は液体クレ
ンザーの泡立ちにマイナスの影響を与えるので２重量％以下、好ましくは１重量％以下で
ある。
【００５５】
　本発明において組合せた安定化系成分の合計量は、脂肪アシルイセチオネートと合成界
面活性助剤との合計量次第で液体組成物の１．０から１６重量％にすることができ、系の
少なくとも０．１好ましくは０．３重量％がアルカノールアミドまたはアルキルアミンオ
キシドからなるようにする。より特定的には、高温貯蔵安定系の合計量が本発明の液体組
成物中の純脂肪アシルイセチオネートと合成界面活性助剤との合計量の少なくとも５重量
％、好ましくは少なくとも１０重量％でなければならない。従ってたとえば、液体が１５
重量％の純脂肪アシルイセチオネートと５重量％の合成界面活性剤とを含むならば、少な
くとも１重量％の安定化系が存在しなければならない。
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【００５６】
　本発明の液体組成物中で必要とされる高温貯蔵安定系のレベルおよび組成は、以下に記
載の粘度測定法を使用し、界面活性剤高温貯蔵安定系成分を様々な量で含有する本発明の
液体クレンザー組成物の粘度を２５℃および４０℃で測定することによって決定できる。
０．０１ｓ－１の粘度が２５℃で少なくとも２５０Ｐａｓ好ましくは３５０Ｐａｓでなけ
ればならない。また、０．０１ｓ－１で２５℃の粘度に対する４０℃の粘度の比が少なく
とも０．１、好ましくは０．２、極めて好ましくは０．４でなければならない。この比が
高いほど高温安定性がよい。上述の粘度基準以外に、所望の組合せの液晶変性剤を含有す
る液体組成物は４５℃で２週間以上安定でなければならない。
【００５７】
　水溶性／水分散性ポリマー
　水溶性／水分散性ポリマーは、本発明の液体組成物に含有させるのが好ましい任意成分
である。水溶性／または水分散性ポリマーは１００，０００ドルトンを上回る分子量をも
つカチオン性、アニオン性、両性または非イオン性ポリマーでよい。これらのポリマーは
使用中および使用後の皮膚の感触性を改善し、泡のクリーム性および泡の安定性を強化し
、液体クレンザ－組成物の粘度を向上させることが知られている。
【００５８】
　本発明に有用な水溶性／水分散性ポリマーの例は、セルロースガム、微晶質セルロース
、セルロースゲル、ヒドロキシエチルセルロース、ヒドロキシプロピルセルロース、カル
ボキシメチルセルロースナトリウム、ヒドロキシメチルまたはカルボキシメチルセルロー
ス、メチルセルロース、エチルセルロース、グアーガム、カラヤガム、トラガカントガム
、アラビアガム、アカシアガム、寒天ガム、キサンタンガムおよびそれらの混合物のよう
な糖質ガム；ゲル化温度３０から８５℃の改質および非改質デンプン顆粒ならびにプレゲ
ル化冷水溶性デンプン；ポリアクリレート；Ｃａｒｂｏｐｏｌ類；Ａｃｕｌｙｎ　２８、
Ａｃｕｌｙｎ　２２もしくはＣａｒｂｏｐｏｌ　ＡｑｕａＳＲ１のようなアルカリ溶性エ
マルションポリマー；Ｒｈｏｎｅ　Ｐｏｕｌｅｎｃから商品名Ｊａｇｕａｒ　Ｃ１３Ｓ、
Ｊａｇｕａｒ　Ｃ１４Ｓ、Ｊａｇｕａｒ　Ｃ１７もしくはＪａｇｕａｒ　Ｃ１６として販
売されているカチオン性グアーを含む改質多糖のようなカチオン性ポリマー；Ａｍｅｒｃ
ｈｏｌ社のＵＣＡＲＥ　Ｐｏｌｙｍｅｒ　ＪＲ３０またはＪＲ４０のようなカチオン性改
質セルロース；Ｈｅｒｃｕｌｅｓ社のＮ－Ｈａｎｃｅ　３０００、Ｎ－Ｈａｎｃｅ　３１
９６、Ｎ－Ｈａｎｃｅ　ＧＰＸ２１５またはＮ－Ｈａｎｃｅ　ＧＰＸ１９６；Ｎａｌｃｏ
社のＭｅｒＱｕａｔ　１００、ＭｅｒＱｕａｔ　２８０、ＭｅｒＱｕａｔ　２８１および
ＭｅｒＱｕａｔ　５５１のような合成カチオン性ポリマー；カチオン性デンプン、たとえ
ば、Ｓｔａｌｅｙ　Ｉｎｃ．社のＳｔａＬｏｋ（Ｒ）　１００、２００、３００および４
００；Ｈｅｎｋｅｌ，Ｉｎｃ．社のＧａｌａｃｔａｓｏｌ　８００シリーズのグアーガム
を基材とするカチオン性ガラクトマンナン；Ｑｕａｄｒｏｓｏｆｔ　Ｕｍ－２００；およ
びポリクアテルニウム－２４を含む。
【００５９】
　改質または非改質デンプン顆粒、キサンタンガム、Ｃａｒｂｏｐｏｌ、アルカリ溶性エ
マルションポリマーのようなゲル形成ポリマー、Ｊａｇｕａｒ　Ｃ１３Ｓのようなカチオ
ン性グアーガム、ＵＣＡＲＥ　Ｐｏｌｙｍｅｒ　ＪＲ３０またはＪＲ４０のようなカチオ
ン性改質セルロースが本発明に特に好ましい。
【００６０】
　水溶性皮膚有益物質
　水溶性皮膚有益物質は本発明の液体組成物に含有させるのが好ましいもう１つの任意成
分である。様々な水溶性皮膚有益物質を使用でき、そのレベルは０から４０重量％、好ま
しくは１から３０重量％にできる。材料は非限定的に、グリセロール、プロピレングリコ
ール、ソルビトール、パンテノールおよび糖のようなポリヒドロキシアルコール；尿素、
グリコール酸または乳酸のようなアルファ－ヒドロキシ酸およびその塩；分子量２０，０
００未満の低分子量ポリエチレングリコールを含む。液体組成物中に使用するための好ま
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しい水溶性皮膚有益物質はグリセロール、ソルビトールおよびプロピレングリコールであ
る。
【００６１】
　本発明の液体クレンジング組成物はまた０から４０重量％の有益物質を含み得る。
【００６２】
　成分の１つのクラスは、たとえば皮膚を湿潤および強化するために使用される栄養分で
ある。これらは
（ａ）ビタミンＡおよびＥのようなビタミン類、ならびに、ビタミンＣアルキルエステル
のようなビタミンアルキルエステル類；
（ｂ）コレステロール、コレステロールエステル、ラノリン、クリーム質、ショ糖エステ
ルおよび擬似セラミドのような脂質；
（ｃ）リン脂質のようなリポソーム形成材料、および、２つの長い炭化水素鎖をもつ適当
な両親媒性分子；
（ｄ）必須脂肪酸、ポリ不飽和脂肪酸およびこれらの材料源；
（ｅ）ヒマワリ油、プリムローズ油、アボカド油、アーモンド油のような不飽和脂肪酸の
トリグリセリド；
（ｆ）シアバターのような飽和および不飽和の脂肪酸混合物から形成された植物性バター
；
（ｇ）亜鉛、マグネシウムおよび鉄のような鉱物源
を含む。
【００６３】
　第二のタイプの皮膚有益物質は肌に潤い感を与えるために使用される皮膚コンディショ
ナーである。適当な皮膚コンディショナーは、
（ａ）シリコーン油、ガムおよびその変形、たとえば、直鎖状および環状のポリジメチル
シロキサン、アミノ、アルキルおよびアルキルアリールシリコーン油；
（ｂ）液体パラフィン、ペトロラタム、ワセリン、マイクロクリスタリンワックス、セレ
シン、スクアレン、プリスタン、パラフィンワックスおよび鉱油のような炭化水素；
（ｃ）乳タンパク質、シルクタンパク質およびグルテンのような皮膚コンディショニング
タンパク質；
（ｄ）コンディショナーとして使用できるカチオン性ポリマーはＱｕａｔｒｉｓｏｆｔ　
ＬＭ－２００、ポリクアテルニウム－２４、ＭｅｒＱｕａｔ　Ｐｌｕｓ　３３３０－ポリ
クアテルニウム３０およびＪａｇｕａｒ（Ｒ）型のコンディショナーを含む；
（ｅ）グリセロール、ソルビトールおよび尿素のような保湿剤；
（ｆ）皮膚緩和薬、たとえばイソプロピルパルミテートおよびセチルラクテートのような
長鎖脂肪酸のエステル
を含む。
【００６４】
　第三のタイプの有益物質はディープクレンジング剤である。この文中でディープクレン
ジング剤は、洗浄直後の爽快感を強化する成分または不完全洗浄に伴う皮膚のトラブルを
解決できる成分であると定義する。ディープクレンジング剤は、
（ａ）２－ヒドロキシ－４，２’，４’－トリクロロジフェニルエーテル（ＤＰ３００）
、２，６－ジメチル－４－ヒドロキシクロロベンゼン（ＰＣＭＸ）、３，４，４’－トリ
クロロカルバリニド（ＴＣＣ）、３－トリフルオロメチル－４，４’－ジクロロカルバリ
ニド（ＴＦＣ）、過酸化ベンゾイル、亜鉛塩、茶油のような抗菌剤、
（ｂ）サリチル酸、乳酸、グリコール酸およびクエン酸ならびに過酸化ベンゾイル（抗菌
剤でもある）のような抗アクネ剤、
（ｃ）シリカ、二酸化チタンのような皮脂抑制剤、変性剤、マイクロスポンジのような油
吸収剤を含む油調整剤、
（ｄ）タンニン、亜鉛およびアルミニウムの塩を含む収斂剤、緑茶およびアメリカマンサ
ク（Ｈａｍａｍｅｌｉｓ）のような植物エキス、
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バクなどの粉砕核、種子および殻、塩のような研磨および剥脱粒子、
（ｆ）メタノールおよびその様々な誘導体ならびに低級アルコールのような清涼剤、
（ｇ）果実およびハーブのエキス、
（ｈ）アロエベラのような皮膚鎮静剤、
（ｉ）ハッカ、ジャスミン、ショウノウ、ニオイヒバ、苦オレンジピール、リュウ、テル
ペンチン、肉桂、ベルガモット、温州みかん、ショウブ、マツ、ラベンダー、月桂樹、丁
子、ヒバ、ユーカリ、レモン、スターフラワー、タイム、ペパーミント、バラ、セージ、
メンソール、シネオール、スゲノール（ｓｕｇｅｎｏｌ）、シトラール、シトロネル、ボ
ルネオール、リナロール、ゲラニオール、マツヨイグサ、ショウノウ、チモール、スピラ
ントール、ペネン、リモネンおよびテイペノイドオイルのような精油
を含む。
【００６５】
　使用できる他の有益物質は、抗加齢化合物、日光遮蔽剤および美白物質を含む。
【００６６】
　有益物質が油、特に低粘度の油であるとき、その送達を促進するために予め増粘するの
が有利であろう。このような場合、Ｈｅらの米国特許第５，８１７，６０９号に記載され
たタイプの疎水性ポリマーを使用するとよい。この文献は参照によって主題出願に組込ま
れるものとする。
【００６７】
　最終的な本発明の液体クレンザー組成物は、後述する粘度測定法に従い、Ｒｈｅｏｍｅ
ｔｒｉｃ　Ｓｃｉｅｎｔｉｆｉｃ　ＳＲ５　Ｒｈｅｏｌｍｅｔｅｒによって、２５℃で測
定したとき、好ましくは１０℃、２５℃および４０℃で測定したときに、０．０１ｒｐｓ
の測定粘度が２５０、好ましくは３５０Ｐａｓを上回り、ｐＨが４．０から８．０、好ま
しくは５．０から７．５の範囲内でなければならない。周囲温度で組成物は３０℃から５
０℃の範囲内に溶解温度をもつ界面活性剤結晶を含有している。組成物はまた、室温およ
び４５℃で少なくとも２週間は物理的に相安定でなければならない。
【００６８】
　他の任意成分
　さらに、本発明の組成物は以下のような任意成分を０から１０重量％の量で含み得る。
【００６９】
　香料；０．０１から１％好ましくは０．０１から０．０５％の量のエチレンジアミン四
酢酸四ナトリウム（ＥＤＴＡ）、ＥＨＤＰまたはそれらの混合物のような金属イオン封鎖
剤；ステアリン酸亜鉛、ステアリン酸マグネシウム、ＴｉＯ２、ＥＧＭＳ（エチレングリ
コーモノステアレート）またはＬｙｔｒｏｎ　６２１（スチレン／アクリレートコポリマ
ー）のような着色剤、乳白剤および真珠光沢剤。これらはいずれも製品の外観または化粧
特性を改善するために有用である。
【００７０】
　組成物はさらに、２－ヒドロキシ－４，２’，４’トリクロロジフェニルエーテル（Ｄ
Ｐ３００）のような抗菌剤；ジメチロールジメチルヒダントイン（Ｇｌｙｄａｎｔ　ＸＬ
　１００）、パラベン、ソルビン酸のような防腐剤などを含み得る。
【００７１】
　たとえばブチル化ヒドロキシトルエン（ＢＨＴ）のような抗酸化剤は約０．０１％の量
で適宜使用されるのが有利である。
【００７２】
　コンディショナーとして使用し得るポリエチレングリコールは
【００７３】
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【表１】

を含む。
【００７４】
　含有させ得る別の成分は、ポリオキシエチレンビーズ、クルミ殻およびアプリコット種
子のような剥脱薬である。
【実施例】
【００７５】
　実施例およびプロトコル
　示差走査熱量測定法（ＤＳＣ）
　気密シールしたアルミニウムパンでサンプルを計量し、ＴＡ　Ｉｎｓｔｒｕｍｅｎｔｓ
社の２９２０　ＭＤＳＣ機に２５℃で充填した。サンプルを温度２℃まで平衡させ、２分
間のＩｓｏ－Ｔｒａｃｋ後、５℃／分で６０℃まで加熱した。
【００７６】
　粘度測定手順
　粘度はＲｈｅｏｍｅｔｒｉｃ　Ｓｃｉｅｎｔｉｆｉｃ社のＳＲ－５レオメーターまたは
ＴＡ　Ｉｎｓｔｒｕｍｅｎｔｓ社のＡＲ－Ｇ２レオメーターを使用して測定した。クレン
ザーの粘度を測定するための手順および各レオメーターの設定を以下に記載する。
【００７７】
　計器：ＳＲ－５、Ｒｈｅｏｍｅｔｒｉｃ　Ｓｃｉｅｎｔｉｆｉｃ製
　形状：円錐および平皿
　直径：２５ｍｍ
　円錐頂角：５．６９度
　ギャップ：０．０５６ｍｍ
　実験条件：
　テストのタイプ：定常速度走査
　剪断速度勾配：０．０１から１００まで（対数モード、１０毎に５点）
　測定時間：２０秒
　温度；複数（１０℃／２５℃／４０℃）
【００７８】
　手順
　約０．５ｇのサンプルを平皿に注いだ。ギャップが０．１ｍｍになるまで円錐を降下さ
せ、プラスチックスパチュラで余剰のサンプルを除去した。ギャップを０．０５６ｍｍに
縮めて試験を開始した。剪断速度対粘度をプロットした。
【００７９】
　代替計器：ＡＲ－Ｇ２、ＴＡ　Ｉｎｓｔｒｕｍｅｎｔｓ製
　形状：円錐および平皿
　直径：４０ｍｍ
　円錐頂角：２度
　ギャップ：０．０６１ｍｍ
　実験条件：
　テストのタイプ：定常速度走査
　剪断速度勾配：０．０１から１００まで（対数モード、１０毎に５点）
　測定時間：４０秒
　温度；複数（１０℃／２５℃／４０℃）
【００８０】
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　手順
　約０．５ｇのサンプルを平皿に注いだ。ギャップが０．１ｍｍになるまで円錐を降下さ
せ、プラスチックスパチュラで余剰のサンプルを除去した。ギャップを０．０６１ｍｍに
縮めて試験を開始した。剪断速度対粘度をプロットした。
【００８１】
　本発明の組成物の実施例を以下に示す。
【００８２】
【表２】

【００８３】
　表１の実施例は、香料、ｇｌｙｄａｎｔ　ｐｌｕｓ、ＥＤＴＡおよび硫酸アンモニウム
（使用する場合）以外の全部の成分を混合し、Ｄｏｖｅ（Ｒ）ヌードル、ＤＥＦＩフレー
クおよびココモノエタノールアミド（ＣＭＥＡ）のような固体成分がすっかり溶解して均
一な混合物を形成するまで７０から７５℃で２０から３０分間かき混ぜることによって調
製した。液体を４０℃以下に冷却した後で香料、ｇｌｙｄａｎｔ　ｐｌｕｓ（ヒダントイ
ン防腐剤）および硫酸アンモニウムを添加した。３０％クエン酸または２５％ＮａＯＨの
溶液を使用してこれらの液体のｐＨを６．０から７．０に調整した。ＤＥＦＩおよびＤｏ
ｖｅ（Ｒ）はいずれもＵｎｉｌｅｖｅｒ社によって製造されている脂肪アシルイセチオネ
ート製品である。ＤＥＦＩは、Ｃ８－Ｃ１８脂肪アシルイセチオネートを６８から７２重



(19) JP 2010-538036 A 2010.12.9

10

20

量％の量でおよび炭素数８－１８の脂肪酸を１８から２２重量％の量で含有する。Ｄｏｖ
ｅ（Ｒ）は、６８から７２重量％のＤＥＦＩを１８－２５重量％の長鎖（Ｃ１６－Ｃ１８
）脂肪酸および脂肪セッケンと混合することによって調製される。Ｄｏｖｅ（Ｒ）は約４
８から５２重量％の脂肪アシルイセチオネート界面活性剤と３２から３６重量％の脂肪酸
／脂肪セッケンを含有している。
【００８４】
　サンプルを室温および４５℃で４週間以上貯蔵した。表１に示した全部のサンプルが２
５℃のとき０．０１ｓ－１で４００Ｐａｓを上回る粘度を有しており、０．０１ｓ－１で
測定した４０℃対２５℃の粘度比は０．２を上回っていた。サンプルは２５℃および４５
℃で４週間の貯蔵後に安定であり視認できる物理的分離は生じなかった。これらの実施例
は、本発明が高レベルの脂肪酸／脂肪セッケンを含有する脂肪アシルイセチオネート界面
活性剤製品を十分な統計的有効度で安定化させることを示す（すなわち、界面活性剤結晶
変性剤が使用された組成物は脂肪酸含量および／または脂肪アシル基の鎖長にかかわりな
く高温および低温の双方で少なくとも４週間は恒常的に安定である）。
【００８５】
　比較のために、本発明の界面活性剤結晶変性剤系を含まない、すなわち、表２に示すよ
うにＣＭＥＡと炭化水素油とアンモニウムイオンおよび／またはラウリン酸の組合せを含
まない以外は実施例１、２、４、６および７と同様の組成をもつ比較実施例を調製した。
比較実施例はいずれも上記と同じやり方で調製した。これらのサンプルには液体組成物の
安定化に必要な成分の１つが欠如しているので４５℃で２週間以上安定であったサンプル
はなく、２週間未満で相分離を示した。より詳細には、比較実施例１Ａは本発明の高温貯
蔵安定系を全く含有しなかった。比較実施例１Ｃ、４Ａ、６Ａおよび７ＡはＣＭＥＡ非含
有であった。比較実施例１Ｂ、３Ａおよび４ＢはＣＭＥＡだけを含有しその他の本発明の
必要成分を含有しなかった。すべての比較実施例が高温および周囲温度で恒常的な粘度を
有していなかった。比較実施例６Ａおよび７Ａ以外はいずれも２５℃対４０℃の粘度比が
０．２０未満であった。比較実施例６Ａおよび７Ａの２５℃の粘度は、本発明の好ましい
液体粘度の最低値と考えられる３５０Ｐａｓを下回っている。
【００８６】
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【表３】

【００８７】
　表３に与えた組成をもつ実施例１０から１６を上述と同じ方法で調製した。本発明の粘
度変性剤系を使用しＤｏｖｅ（Ｒ）バーヌードルと様々な合成界面活性剤との混合物を調
製した。表３の実施例はすべて２５℃および４０℃の双方で４週間の貯蔵後に視認できる
相分離を生じることなく安定である。
【００８８】
　本発明の安定な液体組成物を形成するためのＣＭＥＡのようなアルカノールアミドおよ
び炭化水素油のレベルは一般に脂肪アシルイセチオネートと合成界面活性助剤との組合せ
にも左右されることに注目されたい。これは、同じ結晶変性剤系（安定化系）すなわち２
％のＣＭＥＡ、０．５％のＭ４０鉱油および２％の硫酸アンモニウムを使用するが異なる
合成界面活性助剤を使用している表３の実施例１０と１１および表２の比較実施例１０Ａ
によって示されている。Ｄｏｖｅ（Ｒ）バーヌードルとココイルイセチオン酸ナトリウム
（実施例１０）またはココイルグリシン酸カリウムとの組合せは安定であるが、ラウリル
スルホコハク酸ナトリウムとの組合せ（比較実施例１０Ａ）との組合せは安定でない。
【００８９】
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